
編
集
後
記

●
最
近
、
ま
わ
り
に
マ
ス
ク
を

し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

風
邪
の
人
も
い
れ
ば
予
防
の
た

め
と
い
う
人
も
。
年
明
け
に
風

邪
を
ひ
い
き
ま
し
た
が
、
今
は

す
っ
か
り
元
気
で
す
。
が
、
予

防
の
た
め
に
毎
日
マ
ス
ク
を
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

宮

●
先
日
突
然
、
原
因
不
明
の
首

痛
に
。
病
院
に
行
こ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、「
伊
豆
の
国
市
健
康

相
談
」に
電
話
し
た
ら
、
迅
速

か
つ
適
切
な
処
置
法
を
教
わ
り

ま
し
た
。
便
利
で
す
。
皆
さ
ん

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
電
話
番

号
０
１
２
０
（
１
２
）９
２
４
１
　
夏

●
デ
ザ
イ
ン
も
良
く
種
類
豊
富
、

昨
年
一
気
に
人
気
が
広
ま
っ
た

「
カ
ッ
プ
酒
」。
ぜ
ひ
飲
み
比
べ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
の
で
す

が
、
一
杯
す
ら
飲
み
切
る
の
は

ち
ょ
っ
と
無
理
。「
お
ち
ょ
こ

酒
」
だ
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
種

類
に
挑
戦
で
き
る
の
に
な
。
小
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50,740人
男：24,515人
女：26,225人
世帯：19,076

平成１８年１月１日現在
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伊豆の国市
人口

おおきく�
　　な～れ�

お子さん、お孫さんの誕生日の記念にいかがですか。

応募いただいた方のお宅へ、広報担当者が取材にうか

がいます。対象は、市内在住の３月生まれで２歳から

４歳までのお子さんです。２月１０日（金）までに電話

またはメールでお申し込みください。応募者が多いと

きは、抽選とさせていただきます。

申込み 企画部総合政策課　電話０５５‐９４８‐１４１４

seisaku@city.izunokuni.shizuoka.jp

「大きくなったらマジレンジャーになる！！」と日に日
にたくましくなっているね。妹の彩菜とはたくさんケ
ンカするけど、やっぱり優しいお兄ちゃん。これからも
みんなで楽しく過ごそうね！！

孝之さん・美紀子さんの長男　(田京)

青 木 悠
ゆう

人
と

くん (平成１４年２月８日生)

来夢ちゃんが産まれて２年。赤ちゃんだと思ってた
のに、今ではちゃーんとパパやママと会話ができるよう
になり、最近では「妹が欲しい！！」がクチグセ。お友
達と仲良く、のびのび明るく可愛い女の子に育ってね。

玲さん、瑠美さんの長女　(中条)

伊 藤 来
ら

夢
む

ちゃん (平成１６年２月３日生)

「シュッシュッ」「ポッポー」蒸気機関車の音まねを
しながらプラレールで遊ぶ聖人。大井川鉄道のＳＬはか
っこよかったね。迫力あったね。おじいちゃん、おばあ
ちゃん、パパ、ママ、ねえね、家族皆でまた行こうね。

久士さん、入江さんの長男　(古奈)
園 田 聖

まさ

人
と

くん (平成１５年２月７日生)

2006.2
No.２２１

平成１８年２月１日発行

広

自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報

無火災を願って一斉放水！
消防団出初め式：千歳橋付近河川敷



●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、
保
険
満
期
金
を
受
け
取
っ
た
人
、
土

地
や
建
物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
平
成
十
七
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計
金
額
を
越
え
る
人
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
十
七
年
中
の
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
の
支
払
い
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後
の
金
額
）
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
給

与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額
と
の
合
計
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人

※
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も
少
な
く
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

●
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
市
役
所
税
務
課
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
た
人

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
他
の
人
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
人

③
平
成
十
七
年
中
の
所
得
は
な
い
が
、
所
得
証
明
や
非
課
税
証

明
を
必
要
と
す
る
人

※
平
成
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
ま
た
は
、

●住民税申告書の提出は
郵送でもできます
郵送先 〒４１０‐２２９２
伊豆の国市長岡３４０‐１
伊豆の国市役所　税務課

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

２／１６

３／１５

2

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

※青色申告、譲渡所得、贈与税、消費税の申告相談は市役所会場ではできませ
ん。三島税務署申告相談会へお願いします。
※会場の混雑状況によっては、終了時間前に受け付けを締め切らせていただく
こともあります。ご了承ください。

相談会／時間

会　場

確定申告相談･受付
税務署員による
出張申告相談･受付

税理士による
無料申告相談･受付

伊豆長岡庁舎
３階第１会議室

２月１６日（木）～

３月１５日（水）

※土・日を除く

２月２７日（月）

３月 １日（水）

３月 ２日（木）

３月 ３日（金）

韮山庁舎
３階大会議室

２月２４日（金）

２月２７日（月）

２月２８日（火）

３月 １日（水）

大仁庁舎
２階第１会議室

２月２８日（火）

２月２４日（金）

２月２７日（月）

２月２８日（火）

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：３０～１２：００

１３：００～１６：００

９：３０～１２：００

１３：００～１６：００

申告期限の間際になると税務署や市役所の相談会場はとても

混雑しますので、早めに申告をしてください。

3

平
成
十
七
年
中
の
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
年
末
調
整
の
済
ん

で
い
る
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
住
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
や
老

人
医
療
の
優
遇
措
置
、
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
者
関
係
・
そ
の
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
、

市
営
住
宅
の
入
居
申
請
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
で
も
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し

た
人
や
新
築
・
増
改
築
な
ど
を
し
た
人

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
人

③
平
成
十
七
年
の
途
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
も

再
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人

▼
印
鑑
　
▼
源
泉
徴
収
票
（
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ

か
る
も
の
）

▼
本
人
名
義
の
振
込
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
　
▼
前
年
度
確
定
申
告
を

し
た
人
は
、
そ
の
申
告
書
と
収
支
内
訳
書
の
控
え

●
そ
の
ほ
か
必
要
な
も
の

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
平
成
十
七
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

②
高
額
療
養
費
、
出
産
一
時
金
、
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
な

ど
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
の
わ
か
る
も
の

※
領
収
書
は
病
院
や
診
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
仕
分
け
し
て

金
額
を
合
計
し
、
便
箋
や
メ
モ
用
紙
な
ど
に
一
覧
に
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●還付申告相談
期　間 ２月６日（月）～１５日（水）

※土・日を除く
時　間 ９：００～１２：００

１３：００～１６：００　
会　場 伊豆長岡庁舎

３階第１会議室
※三島税務署申告相談会場でも受
け付けています。

【三島税務署申告相談】
◆所得税の確定申告と贈与税
期　間 ２月６日（月）～３月１５日（水）

※土･日を除く

◆個人事業者の消費税
期　間 ２月６日（月）～３月３１日（金）

※土･日･祝日を除く
時　間 ９：００～１２：００

１３：００～１７：００
会　場 三島商工会議所

確定申告書の提出は、郵送でもできま
す。郵送の場合は記載事項や添付する書
類に誤りがないか確認して、市役所では
なく、直接税務署へ郵送してください。
郵送先 三島税務署　〒４１１‐８５５１

三島市文教町１‐４‐３３

【
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
国
民
年
金
・
健
康
保
険
な
ど
の
平
成
十
七
年
中
に
支
払
っ

た
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
支
払
証
明
書
な
ど
）

※
平
成
十
七
年
分
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
の
提
示

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
証
明
書
な
ど
を
紛
失
し
納
付
金

額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
三
島
社
会
保
険
事
務
所
　

電
話
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

【
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合
】

①
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

【
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

な
ど
（
本
人
、
扶
養
家
族
分
）

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
は
、「
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
（
死
亡
し
た
人
に
つ

い
て
は
死
亡
の
日
）
現
在
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
者
」
に
対
し
て
、

申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
室
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人

問合せ
三島税務署　　電話０５５‐９８７‐６７１１
市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９０７
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●
注
　
意

①
加
入
申
込
書
が
変
わ
り
ま
す
。
封
書
は
、
き
り

と
り
線
に
そ
っ
て
正
確
に
切
り
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

②
昨
年
ま
で
は
自
治
会
（
隣
組
等
）
を
通
じ
て
加

入
申
込
書
が
配
布
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
全
戸
郵
送
と
な
り
ま
す
。

加
入
申
込
手
続
き
は
、
各
個
人
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
取
り
ま
と
め
は
行
い
ま
せ
ん
）。

③
申
し
込
み
は
、
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
、
市
役
所
会
計
窓
口
ま

た
は
市
内
金
融
機
関
窓
口
（
郵
便
局
を
除
く
）

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
申
し
込
み
は
一
年
を
通
し
て
い
つ
で
も
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
四
月
一
日
以
降
は

加
入
手
続
き
の
翌
日
か
ら
が
加
入
期
間
と
な
り

ま
す
。

日　時 ３月１日（水）１０：００～１５：００
会　場 韮山庁舎３階第１会議室　
問合せ 安全対策課　

電話０５５‐９４８‐１４１２

県の交通事故相談所の相談員が交
通事故に関する様々な相談に応じま
す。相談は無料です。希望する人は
事前にご予約ください。

●資　格 市内に住民登録している人
●会　費 １人５００円
●期　間 １年間（平成１８年４月１日～平成１９

年３月３１日まで）
※現在ご加入の交通災害共済の共済期間
は、平成１８年３月３１日（金）までです。
※見舞金の請求は、事故発生日から１年
以内です。

●共済見舞金額

●問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

田
方
地
区
交
通
災

害
共
済
と
は
、
田
方

地
区
住
民
の
皆
さ
ん

が
会
費
を
出
し
合
い
、

交
通
事
故
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
会
員
に

見
舞
金
を
お
く
る
相

互
扶
助
の
制
度
で
す
。

交
通
事
故
は
あ
な

た
の
身
辺
に
も
起
こ

り
う
る
災
害
で
す
。

ま
さ
か
の
時
に
備

え
、
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

等級 傷害の程度 見舞金額

１ 死亡の場合 １００万円

２ ６カ月以上 １５万円

３ ５カ月以上 １２万円

４ ４カ月以上 １０万円

５ ３カ月以上 ８万円

６ ２カ月以上 ５万円

７ １カ月以上 ３万円

８ １週間以上 ２万円

９ むちうち症傷害の場合 最高８万円まで

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
使
用
期
限
を
八
年
間
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
検
定
期
間
が
切
れ
る
メ
ー
タ
ー
は
新

し
い
メ
ー
タ
ー
と
交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
交
換
工
事
を
「
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
が
該
当

す
る
メ
ー
タ
ー
の
あ
る
お
宅
に
う
か
が
い
交
換
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
地
区

大
仁
地
区
　
　

●
交
換
期
間

二
月
中
旬
〜
三
月
中
旬

※
作
業
員
は
「
伊
豆
の
国
市
」
の
腕
章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宅
地
内
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
作
業
の
内
容
を
説
明

し
ま
す
。

※
こ
の
作
業
は
無
料
で

す
が
、
メ
ー
タ
ー
の

設
置
状
況
に
よ
り
改

修
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
有

料
に
な
る
場
合
は
事

前
に
市
か
ら
連
絡
し

ま
す
。
そ
の
他
、
訪

問
販
売
や
あ
っ
せ
ん

行
為
、
各
種
検
査
な

ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ

上
下
水
道
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
１
１
　
　

大
仁
支
所
都
市
整
備
課
　

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
５

の

交
換
に
ご
協
力
を
大仁地区

伊豆の国市

４月１日から「麻しん、風しん」の予防接種は、混合ワクチンによ
る２回接種になります。
第１期は１歳から２歳までの１年間、第２期は小学校入学前の１年

間です。現在、７歳半未満のお子さんは、誕生日を確認し、下記のと
おり予防接種を受けてください。
詳しくは、かかりつけ医または、健康づくり課へご相談ください。

●平成１０年１０月２日～平成１６年４月１日生まれまで

麻しん、風しんの予防接種をそれぞれ受けていない人は、
３月３１日までにどちらも接種を済ませてください。

●平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれまで

麻しん、風しんの予防接種をそれぞれ受けていない人は、
３月３１日までにどちらも接種を済ませてください。
※どちらも受けておらず、どちらも患ったことがない場合に
は、４月１日以降、２歳の誕生日を迎える前日までに、新
制度による麻しん、風しん混合ワクチンを接種できます。
しかし、感染する前に接種することが大切ですので、早め
に予防接種を受けましょう。

４月１日以降の新制度による麻しん、風しん混合ワクチン
を受けてください。

問合せ 健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１２

市では高齢者の長寿を祝福すると
ともに敬老の意を表するため、７５
歳以上の人を対象に、９月１３日～
１５日の３日間、敬老会を実施し、
敬老祝金を贈呈いたしました。

敬老会を欠席された人には、高齢
者支援室窓口（大仁庁舎内）で敬老
祝金をお配りしています。敬老祝金
は３，０００円分の商品券で、使用期
限は、３月３１日までです。

まだ取りに来ていない人は、お早
めに高齢者支援室窓口までお越しく
ださい。

●受渡し場所 高齢者支援室
（大仁庁舎内）

●持ち物 領収書（敬老会案内通知
に同封したものに記入し
押印）

●対　象 平成●年４月１日現在で
市に住民登録のある昭和
５年４月１日以前生まれ
の人

●問合せ 高齢者支援室　
電話０５５８‐７６‐８０１１

●平成１７年４月２日生まれ以降

敬老祝金

まだ受け取りに来ていない皆さんまだ使っていない皆さん

使用期限は３月３１日まで

●４月１日から受け方が変わります

麻しん･風しん予防接種



日　時 ２月２６日（日）１０：００～（開場９：３０～）
場　所 アクシスかつらぎ多目的ホール
入場料 無　料
その他 上映会当日は、太田監督が舞台あいさつと

トークをします。また会場には、映画に出
てくる高原分校の子供たちの「植物の標本」
も展示します。ぜひお越しください。

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

（２００５年／ＤＶ／カラー／４１分）
監督　太田綾花
出演　高原分校の皆さん、高嶋柚月

平成１７年度　第３回映画上映会

67

公民館･男女共同参画講座�公民館･男女共同参画講座�

男女共同参画社会とは、一人ひとりが自分らしく
生きることができる社会のことです。講座を通じて、
新しい可能性を見つけてみませんか？皆さん、ふる
ってご参加ください。

申込み 各講座とも締め切り日までに社会教育課へ電話で
お申し込みください（定員になり次第締め切り）。

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

事業名 初心者のためのビーズアクセサリー教室 ヘルシーお菓子作り教室

内　容
簡単なビーズアクセサリー作り
（ゆびわと携帯ストラップ）

健康のため、カロリーを抑えた
ヘルシーなお菓子作り

日　時 ２月１８日（土）１３：３０～１５：３０ ２月２５日（土）１３：３０～１５：３０

会　場 あやめ会館　実習室 あやめ会館　栄養指導実習室

対　象 高校生以上 一般成人

参加料 １，８００円（材料費込み） ８００円（材料費込み）

講　師
国森聡子さん

（清水町いずみのまちインストラクター）
八木暁子さん

（健康づくり課）

定　員 ２０人 １６人

持ち物 特になし エプロン・ふきん

締切り ２月１４日（火） ２月２１日（火）

ち
ま
た
に
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、「
男

は
こ
う
あ
る
べ
き
、
女
は

こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う

女
性
像
・
男
性
像
が
無
意

識
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。メ

デ
ィ
ア
か
ら
流
れ
る

情
報
を
男
女
共
同
参
画
の

日　時 ２月２１日（火）１９：００～２１：００
会　場 大仁市民会館３階集会室
講　師 諸橋泰樹さん

（フェリス女学院
マスコミュニケーション学科教授）

入場料 無料（事前申込み不要）
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

視
点
に
立
っ
て
み
る
と
、

い
つ
も
と
は
違
っ
た
情
報

の
側
面
が
み
え
て
き
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
「
へ
ー
、

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ

て
み
れ
ば
…
」
と
い
う
話

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

か
。皆

さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ

せ
て
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

自由参加
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
大

き
な
ス
ポ
ン
ジ
シ
ャ
ト
ル
と
短
い
ラ
ケ

ッ
ト
を
使
っ
て
、
気
軽
に
誰
で
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

友
達
同
士
と
、
家
族
と
、
み
ん
な
で

参
加
し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

種
　
目

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
一

人
以
上
を
含
む
チ
ー
ム
）

③
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
だ
け

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
）

参
加
料

無
料

申
込
み

二
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
に
、

三
人
一
組
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
チ

ー
ム
名
を
つ
け
て
、
社
会
教
育
課

へ
参
加
申
込
書
を
提
出
す
る
か
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。

※
当
日
受
け
付
け
は
で
き
ま
ん
。

持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
タ
オ
ル
、
お
弁
当
　
等

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
あ
り
。

問
合
せ

社
会
教
育
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
９

日　時　３月５日（日）

受付８：３０～　開会９：００～
会　場　長岡体育館

男女共同参画講演会



平成17年度

条
　
件

伊
豆
の
国
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

※
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
利
用
者
登
録
世
帯
は
対

象
外

対
象
機
器

平
成
十
七
年
四
月
一
日
以
降
に
購
入
し
た

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
ま
た
は
、
生
ご
み

堆
肥
化
容
器

※
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
密
閉
容
器
は
対
象
外

補
助
額

購
入
金
額
の
二
分
の
一
を
補
助
。
た
だ
し
、

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
は
三
万
円
、
生
ご

み
堆
肥
化
容
器
は
三
千
円
が
限
度
額
。

対
象
台
数

一
世
帯
に
つ
き
一
台
ま
で

問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

8

●
俳
句
大
会
（
俳
句
協
会
）

十
八
日
／
大
仁
神
社
　
　
　
　

十
九
日
／
大
仁
公
民
館

●
野
点
（
文
化
協
会
茶
道
部
）

●
出
店

（
商
工
会
大
仁
支
部
・
飲
食
組

合
）

●
演
芸

雅
楽
と
神
楽
（
大
仁
雅
楽
会
）

大
正
琴（文

化
協
会
大
正
琴
の
会
）

詩
吟
（
如
月
吟
詠
会
）

尺
八
（
土
屋
良
明
）

民
謡
（
大
仁
民
謡
同
好
会
）

●
甘
酒
接
待
（
旅
館
組
合
）

●
写
生
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ

梅

参
加
資
格

小
学
生
以
下

※
金
賞
の
作
品
は
、
来
年
度
の

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日　時 ２月１８日（土）雨天決行
【スタート受付時間】 ８：３０～１０：３０
【ゴール受付時間】 １０：００～１５：３０

コース 伊豆長岡駅～狩野川沿い～桜公園～伝堀越御所跡～政子産湯
の井戸～成福寺～松原橋～狩野川沿い～あやめ橋～湯谷神社
～長温寺～源氏山～湯らっくす公園（足湯）～伊豆長岡温泉
旅館会館（まゆ玉飾り）～最明寺～アクシスかつらぎ（足湯）

問合せ 観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

梅お散歩ラリー
おおひと笑店会・大仁区夢づくり

会議では、梅まつりの開催に合わせ
て梅お散歩ラリーを開催します。
日　時 ２月１８日（土）

（受付１０：００～１０：３０）
集合場所 ひまわり保育園大仁分園
参加料 一人５００円　
※上位者には賞品、参加者には黄金
梅まんじゅうと参加賞あり
申込み　下記へ電話で申し込み
問合せ 大仁観光案内センター

電話０５５８‐７６‐１６３０
大仁町商工会
電話０５５８‐７６‐３０６０

9

ご
み
焼
却
場
が
ピ
ン
チ
で
す
！

│

燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

│

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
は
、
長
岡
焼
却
場
、
韮
山
焼
却
場

の
二
つ
の
施
設
で
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
量
は
、

昨
年
度
に
比
べ
、
一
カ
月
間
で
六
十
ト
ン
程
度
増
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
増
え
て
し
ま
っ
た
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

を
処
理
す
る
た
め
に
、
両
施
設
で
、
や
む
な
く
焼
却

時
間
を
延
長
し
、
そ
の
処
理
に
当
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ま
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
が
増
え
続
け

る
と
、
両
焼
却
炉
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
状
況
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

市
で
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
減
量
化
を
皆
さ
ん

に
お
願
い
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
紙
類
な

ど
の
分
別
収
集
や
生
ご
み
減
量
の
た
め
の
Ｅ
Ｍ
ぼ
か

し
の
無
料
配
布
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費

に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
少

し
で
も
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
が
減
る
よ
う
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野焼きによる苦情が多くよせられ
ています。野焼きについては、一部
の特例で認められている場合を除
き、原則禁止されています。

ごみは指定収集
日にステーション
に出すか、清掃セ
ンターに直接搬入
をお願いします。

問合せ 環境政策課　
電話０５５‐９４９‐６８０４

伊豆の国Ｆｌｅａマーケット
日　時 ２月１８日（土）
９：００～１４：００（受付８：００～）

会　場 アクシスかつらぎふれあ
い広場

出店の申込み

住所･氏名･電話番号･希望ブー
ス（１ブース５００円：１人２ブ
ースまで）･売る商品を明記し、
電話かＦＡＸで下記へ申し込み
問合せ・申込み

伊豆の国観光協会
電話０５５‐９４８‐０３０４
ＦＡＸ０５５‐９４８‐５１５１

●　同　時　開　催　●

●　同　時　開　催　●

野焼き
は禁止です！

生
ご
み
処
理
機
／
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
購
入
費
補
助
制
度

●
梅
あ
ん
こ
ろ
餅
・
梅
ア
イ
ス
・

梅
菓
子
の
無
料
配
布
（
数
量
限

定
）

●
問
合
せ

お
お
ひ
と
梅
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
大
仁
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
）

電
話
０
５
５
８

（
７
６
）１
６
３
０

日　時　２月１８日（土）・１９日（日）
１０：００～１５：００
雨天決行

会　場　大仁神社境内・梅林

日　時 ２月２３日（木）１３：３０～１５：００
会　場 韮山庁舎１階食堂
定　員 ３０人　※犬は連れてこないでください。
申込み　前日までに電話でお申し込みください
問合せ 環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４　

市では、１２月２８日現在で３，６２５頭の犬が登録されていて、
犬を飼う人が増えている傾向にあります。それに伴い、犬に関
係する苦情が多く寄せられています。犬の鳴き声、放し飼い、
フンの放置による迷惑など、飼主のしつけやモラルが大きな問
題になっています。なかには、しつけの仕方が分らなくて困っ
ている飼主の皆さんもいるのではないでしょうか。
そこで、犬の飼い方教室を行いますので、犬のしつけ方が分

らない、犬を初めて飼う人などの参加をお願いします。

ＪＲ東海さわやかウォーキング

伊豆長岡駅をスタートし、七福神をめぐるウォー
キングを行います。参加を希望する人は、スタート
受付時間内に、伊豆長岡駅へお集まりください。湯
茶のサービス、参加賞を用意しています。お誘い合
わせてご参加ください。

韮山焼却場のごみピット

長岡焼却場のごみピット

ごみがいっぱいで、今に
もあふれ出しそうな、各
焼却場貯蓄ごみピットの
ようす



●
今
は
ま
だ
学
生
な
の
で
自
立
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
伊
豆
長
岡
地
区
）

●
周
囲
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
自

分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
夢
や
目

標
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
今
の
私
の
目

指
す
姿
で
す
。

（
伊
豆
長
岡
地
区
）

●
若
い
と
き
に
必

死
で
頑
張
る
と
い

う
こ
と
は
、
後
に

な
っ
て
大
き
な
財

産
に
な
る
。（
伊

豆
長
岡
地
区
）

●
私
が
成
人
で
き

た
の
は
、
多
く
の

人
た
ち
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
周
り
の
人
に

優
し
く
で
き
る
大
人
に
な
れ
る
よ

う
、
励
み
ま
す
。（
伊
豆
長
岡
地

区
）

●
既
存
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
ず
、

常
に
過
去
か
ら
学
び
、
先
を
見
据

え
た
「
今
」
を
大
切
に
生
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
韮
山
地
区
）

●
た
だ
今
、
勉
強
に
遊
び
に
邁
進

中
で
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
の
通
過

点
、
目
標
に
向
か
っ
て
必
死
に
頑

張
り
た
い
で
す
。（
韮
山
地
区
）

●
も
う
す
ぐ
社
会
人
と
し
て
働
き

始
め
る
の
で
、
い
つ
ま
で
も
学
生

気
分
の
ま
ま
で
な

く
、
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で

す
。（
韮
山
地
区
）

●
こ
の
日
を
迎
え

ら
れ
て
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま

す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
二
十

年
間
育
て
て
く
れ

て
あ
り
が
と
ね
。

（
大
仁
地
区
）

●
成
人
式
を
迎
え

て
思
っ
た
こ
と

は
、
私
は
ま
だ
ま

だ
何
も
で
き
て
い

な
い
と
い
う
こ

と
。
自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
生

き
方
を
し
た
い
で
す
。（
大
仁
地

区
）

●
こ
れ
か
ら
は
、
子
供
を
育
て
る

側
と
し
て
、
新
し
い
生
活
を
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
仁
地
区
）

11 10

一
月
八
日
、
伊
豆
の
国
市
成
人

式
を
伊
豆
長
岡
・
韮
山
・
大
仁
の

三
地
区
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
伊
豆
長
岡
は

百
三
十
六
人
、
韮
山
は
百
七
十
六

人
、
大
仁
は
百
二
十
五
人
で
し
た
。

十
月
か
ら
、
各
地
区
十
人
の
新

成
人
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
成
人
式
式
典
の
企
画
を
し
、

当
日
の
運
営
も
行
い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
の
特
色
を
い

か
し
、
伊
豆
長
岡
は
二
十
年
の
あ

ゆ
み
（
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
）、
江

戸
芸
住
吉
踊
「
か
っ
ぽ
れ
」、
成

人
者
の
出
身
中
学
で
あ
る
長
岡
中

学
校
の
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
韮
山
で
は
、
二
十
年
の
あ

ゆ
み
（
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
）、
新

成
人
に
よ
る
「
大
地
讃
頌
」
合
唱
、

成
人
と
し
て
の
決
意
表
明
を
、
大

仁
で
は
、
思
い
出
の
ビ
デ
オ
、
新

成
人
と
し
て
の
決
意
・
抱
負
を
行

い
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
に
実
行
委
員
を
軸

と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
式
典
で
、

思
い
出
に
残
る
日
と
な
り
ま
し

た
。

【韮山の実行委員】（上段左から）梅原友佳さん、坂本憲美さん、森島愛さん、

中神愛さん、宇田実奈美さん、藤井大揮さん（下段左から）久保田洋平さん、

阿瀬川慧さん、塩澤知也さん、古賀翔太さん、黒田一騎さん、野田昌義さん

【大仁の実行委員】（上段左から）大井浩史さん、土屋

淳さん、土屋貴史さん、古屋迪也さん（下段左から）菊
池康恵さん、鈴木槙子さん、大津麻子さん、梅原彩さん

韮
山
会
場
で
は
、
参
加
者
全
員
で
思
い
出
の
曲
「
大
地
讃

頌
」
を
大
合
唱
。

【伊豆長岡の実行委員】（上段左から）川嶋豊さん、熊澤耕平さん、久保

田和孝さん、相磯雅宏さん、和田士季さん（下段左から）小川彩菜さん、

関野かなこさん、杉崎あずみさん、関野愛子さん、関野みな美さん

大仁会場では、成人としての決意・抱負をみんなの前

で力強く宣言しました。

伊豆長岡会場では、長岡中学生による和太鼓

の勇ましい演奏が行われ、成人者たちを祝い

ました。

新成人の皆さんに、成人式を迎えるにあたっての感
想やこれからの抱負を書いていただきました。表現の
仕方は様々ですが、どれも一人ひとりの決意がうかが
えるものでした。その一部を紹介します。

新成人からのメッセージ

式典終了後には、あちらこちら

で記念撮影会。友人との再会に

話しも弾みます。

大谷望さんによる成人者代表宣誓（伊豆長岡会場）

成
人
式

成
人
式
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十
二
月
二
十
五
日
、
ア

ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
大
ホ
ー

ル
で
、「
ア
ク
シ
ス
第
九

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
５
」

を
行
い
ま
し
た
。
伊
豆
の

国
市
誕
生
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
に
来
場
し
た
約
七
百

人
は
、
迫
力
あ
る
合
唱
に

圧
倒
さ
れ
、
歓
喜
の
歌
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
合
唱
団
は
、
市
内
外
か

ら
公
募
し
た
百
八
十
八
人
が
集
ま
り
、
七
カ
月
・
三

十
回
に
も
及
ぶ
練
習
を
重
ね
て
こ
の
公
演
に
臨
み
ま

し
た
。
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
皆
、
達
成
感
と
感
動

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ッ
ツ
・
ス
ウ
ィ
ン
グ

ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
の
夜
十

時
か
ら
、
韮
山
時
代
劇
場
で
、「
大
晦

日
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
奏
者
佐
山

雅
弘
さ
ん
率
い
る
「
佐
山
雅
弘
ト
リ
オ

Ｍ
s'
」
と
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
＆
ケ
ー
ナ
奏

者
瀬
木
貴
将
さ
ん
率
い
る
「
瀬
木
貴
将

ト
リ
オ
」が
出
演
し
ま
し
た
。

終
盤
に
は
、
伊
豆
の
国
市
初
め
て

の
新
年
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
迎
え
、

来
場
者
は
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に
魅
了
さ

れ
、
い
つ
も
と
違
っ
た
年
越
し
を
過

ご
し
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
、
東
京
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

で
、
平
成
十
七
年
度
社
会
教
育
功
労
者

表
彰
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
当
市
南
江
間

在
住
の
小
林
祥
郎
さ
ん
に
、
文
部
科
学

大
臣
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
地

域
の
社
会
教
育
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
者
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、
小
林
さ
ん

は
、
旧
伊
豆
長
岡
町
の
社
会
教
育
委
員

長
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
旧
町
の
社

会
教
育
活
動
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
で

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

十
二
月
十
八
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
で
、「
ア
ク
シ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
０
５
」を
行
い
ま
し
た
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
ジ
ャ
ズ
・
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
「
原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ

ス
＆
フ
ラ
ッ
ツ
」
の
軽
快
な
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
、
雪
村
い
づ
み
さ
ん
が
「
オ
ー

マ
イ
パ
パ
」
や
「
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
」

な
ど
を
熱
唱
。
ま
た
、
元
ス
リ
ー
フ

ァ
ン
キ
ー
ズ
の
長
沢
純
さ
ん
が
司
会

を
行
い
、
舞
台
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

来
場
者
は
雪
村
さ
ん
の
歌
声
に
聴

き
入
り
、
公
演
終
了
後
は
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

社会教育功労者表彰を受賞した小林祥郎さん（南江間）

来場者を魅了したカウントダウン・ジャズライブ

会場が盛り上がったビッグバンドの軽快な演奏

一
月
十
日
、
韮
山
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
市
長
を
訪

れ
、
先
に
行
わ
れ
た
大
会
で
の
好
成

績
を
報
告
し
ま
し
た
。

東
海
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン

ド
ア
選
手
権
大
会
で
は
、
女
子
の
菊

池
理
恵
さ
ん
・
山
下
優
輝
さ
ん
と
、

男
子
の
相
山
立
樹
君
・
西
原
柳
斗
君

の
六
年
生
男
女
ペ
ア
が
準
優
勝
。

ま
た
、
全
国
小
学
生
大
会
県
予
選

で
、
山
下
颯
輝
さ
ん
・
浅
賀
未
来
さ

ん
ペ
ア
が
五
年
生
の
部
で
優
勝
、
山

下
真
輝
君
・
川
口
幹
弘
君
ペ
ア
も
四

年
生
以
下
の
部
で
三
位
に
入
り
、
三

月
末
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
小
学
生
た

ち
の
大
活
躍
に
、
み
ん
な
で
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

が
ん
ば
っ
て
ま
す「全国大会がんばって！」と激励する市長

お
め
で
と
う
、

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

イ
チ
ゴ
ブ
ー
ス
は

大
盛
況

一箱１，５００円の品評会イチゴの販売に長蛇の列

合
併
を
目
指
し
て
調
印

基本協定書に調印する旧三町の商工会長ら

公演終了と同時に観客席からは「ブラボー！」の声が
とび、いつまでも感動の拍手が鳴りやみませんでした。

十
二
月
八
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

で
、
伊
豆
長
岡
、
韮
山
、
大
仁
の
旧
三

町
商
工
会
が
、
商
工
会
合
併
に
関
す
る

基
本
協
定
書
の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。旧

三
町
の
商
工
会
は
、
こ
れ
ま
で
、

合
併
促
進
協
議
会
を
発
足
し
、
正
副
会

長
ら
が
合
併
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
合
併
促
進

協
議
会
で
議
論
を
さ
ら
に
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
商
工
会
ご
と
に
理
事
会
や
通
常

総
会
で
新
組
織
の
定
款
・
名
称
な
ど
の

基
本
事
項
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

一
月
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
伊
豆
の
国
で
、「
韮
山
農
業
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
農
作
物
、
飲
食
物
の
販

売
等
三
十
五
店
の
出
店
が
あ
り
、
約

八
千
人
の
来
場
者
で
会
場
は
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
イ
チ
ゴ
生
産
農
家

か
ら
提
供
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
を
販
売
す

る
「
い
ち
ご
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
の
売

上
げ
は
、
義
援
金
と
し
て
、
イ
チ
ゴ

苗
の
生
産
地
で
あ
り
、
豪
雪
被
害
に

あ
っ
て
い
る
新
潟
県
津
南
町
に
寄
付

し
ま
す
。
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白
寿
医
療
学
院
で
は
、
理
学
療

法
科
、
柔
道
整
復
科
と
と
も
に
、

鍼
灸

し
ん
き
ゅ
う

学
科
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
鍼
灸
は
、
こ
の
三
学
科
の
中

で
、
お
そ
ら
く
皆
さ
ん
に
最
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
分
野
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、少
し
改
ま
っ
て
、

東
洋
医
学
の
こ
と
に
つ
い
て
書
き

記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
東
洋
医
学
の
考
え
方

東
洋
医
学
・
現
代
医
学
は
、
西

洋
医
学
の
よ
う
に
、
体
の
働
き
の

異
常
に
対
し
外
か
ら
そ
れ
を
中

和
、
消
去
す
る
作
用
を
持
っ
た
薬

物
を
投
与
す
る
と
い
う
考
え
方
や

体
の
形
態
の
異
常
（
ガ
ン
や
重
度

の
潰
瘍
、
変
形
な
ど
）
に
対
し
、

そ
れ
を
切
除
、
排
除
、
成
形
す
る

と
い
う
考
え
方
と
は
異
な
り
、
病

気
を
引
き
起
こ
す
力
に
対
抗
す
る

体
の
働
き
方
を
強
化
す
る
こ
と
で

健
康
を
維
持
し
、
取
り
戻
そ
う
と

す
る
考
え
方
で
治
療
体
系
が
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
当
然
限
界
も
あ
り
ま

す
が
、
健
康
な
生
活
の
維
持
に
大

き
な
可
能
性
を
持
っ
た
医
学
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
東
洋
医
学

の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
突
き
詰

め
る
と
、
体
を
正
常
な
状
態
か
ら

は
ず
れ
な
い
よ
う
に
守
り
、
正
し

い
状
態
を
維
持
す
る
働
き
、
す
な

わ
ち
、
生
体
防
御
の
機
構
に
対
す

る
働
き
か
け
で
あ
る
と
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
東
洋
医
学
四
つ
の
柱

東
洋
医
学
の
治
療
体
系
は
、
大

き
く
分
け
て
四
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
按
摩

あ
ん
ま

術
、
二
つ
に
針
灸
術
、

三
つ
目
に
草
根
木
皮
を
一
定
の
疾

病
観
に
基
づ
い
て
組
み
合
わ
せ
て

用
い
る
湯
液
（
漢
方
薬
）
療
法
、

そ
し
て
四
つ
目
に
自
己
鍛
錬
療
法

と
い
え
る
気
功
療
法
で
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
基
本
的
に

体
の
機
能
に
働
き
か
け
て
、
本
来

持
っ
て
い
る
体
の
機
能
を
活
発
に

し
、
病
気
に
対
処
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
按
摩
術
や
鍼
灸
は
広

い
意
味
で
物
理
療
法
に
属
し
て
い

ま
す
。
温
泉
療
法
も
ま
た
物
理
療

法
の
一
つ
と
し
て
、
同
じ
目
的
で

古
来
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の

で
し
ょ
う
。
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン

バ
ー
デ
ン
、ロ
シ
ア
の
ソ
チ
な
ど
、

世
界
有
数
の
温
泉
療
養
地
で
は
、

入
浴
と
物
理
療
法
を
組
み
合
わ
せ

た
治
療
施
設
が
完
備
し
て
い
て
、

多
く
の
病
気
の
治
療
に
効
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
も
ち
ろ

ん
、
物
理
療
法
の
一
つ
に
鍼
・
灸

療
法
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
生
体
防

御
の
仕
組
み
は
、
自
律
神
経
系
、

ホ
ル
モ
ン
系
、
そ
し
て
リ
ン
パ
球

の
働
き
を
代
表
と
す
る
免
疫
系
の

三
系
統
が
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ

て
体
を
正
常
な
状
態
に
保
つ
よ
う

働
い
て
い
る
の
で
す
。

●
温
泉
で
活
性
化
す
る
「
ガ
ン
攻

撃
細
胞
」

こ
れ
ら
の
中
で
、
異
物
で
あ
る

病
原
体
や
が
ん
細
胞
な
ど
を
貪
食

し
た
り
、
排
除
す
る
よ
う
に
働
く

免
疫
系
は
と
く
に
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
の
効
果
と

し
て
は
、
四
十
度
程
度
の
ぬ
る
い

温
泉
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
る
こ
と
が

免
疫
系
の
中
で
、
が
ん
細
胞
な
ど

を
攻
撃
す
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ

ー
Ｔ
細セ

胞ル

」
と
い
う
細
胞
を
活
性

化
す
る
事
実
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
鍼
灸
術
も
ま
た
、
痛
み
の
制

御
に
加
え
て
、
現
在
は
こ
の
免
疫

機
構
へ
の
影
響
に
大
き
な
関
心
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。

お
灸
に
関
す
る
私
た
ち
の
実
験

で
は
、
マ
ウ
ス
の
血
液
中
に
墨
を

注
入
し
て
、
こ
れ
が
血
液
中
か
ら

消
え
る
早
さ
を
測
定
す
る
と
、
お

灸
を
し
た
マ
ウ
ス
で
は
、
お
灸
を

し
な
い
も
の
よ
り
、
速
や
か
に
墨

が
消
え
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
研

究
か
ら
始
ま
っ
て
、
毎
年
の
東
洋

医
学
会
で
は
多
く
の
免
疫
に
関
す

る
演
題
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
鍼
灸
と
温
泉
の
相
乗
効
果

ガ
ン
は
、
体
の
正
常
な
細
胞
が

変
化
し
た
細
胞
で
す
が
、
そ
の
性

質
が
正
常
な
細
胞
と
よ
く
似
て
い

て
、こ
れ
を
異
物
と
し
て
認
識
し
、

排
除
で
き
な
い
た
め
に
増
殖
を
許

し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
し
、
細
胞
が
ガ
ン
化
し
て

も
、
そ
れ
を
早
期
に
発
見
排
除
す

る
仕
組
み
が
健
全
な
ら
ば
、
大
事

に
至
ら
な
い
う
ち
に
そ
の
芽
を
つ

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
Ｔ

細
胞
と
い
う
強
い
力
を
活
性
化
す

る
温
泉
と
、
免
疫
系
の
反
応
を
強

化
す
る
こ
と
が
次
々
と
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
鍼
灸
の
効
果
を
、

相
乗
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
大
き

な
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で

す
。
こ
の
他
に
も
、
軽
い
運
動
、

明
る
い
笑
い
、
人
と
の
楽
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
免
疫

系
の
細
胞
の
働
き
を
強
化
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
富
な
温
泉
を
抱
え
た
こ
の
土

地
こ
そ
が
、
温
泉
を
媒
介
と
し
た

明
る
く
楽
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
、

運
動
後
の
温
泉
浴
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
東
洋
医

学
を
利
用
す
る
と
い
っ

た
、
古
く
て
新
し
い
健

康
術
を
存
分
に
生
か
し

た
生
活
を
楽
し
め
る
大

き
な
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
で
す
。

松山　陽太郎（南江間）
白寿医療学院鍼灸学科勤務。

医学博士として講師活動では
一貫して「教育現場から鍼灸
術をよりアカデミックな現代
鍼灸学へ進化させる」という
テーマを追求している。はり
師、きゅう師、柔道整復師、
薬剤師。

第９回 東洋医学と生体防御の機構

問合せ 温泉健康都市推進室　　
電話０５５‐９４８‐１４１３

伊豆の国市は将来像を「自然を守り、文化を育む、
魅力（ゆめ）ある温泉健康都市」と定めました。
このコーナーでは「温泉と健康」について、各分

野、様々な角度から紹介していきます。

●
静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
賞
・
勤
続
功
労
章（
十
五
年
）】

伊
豆
長
岡
方
面
隊
本
部
長

鈴
木
　
建
彦

韮
山
方
面
隊
第
五
分
団
部
長

堀
内
　
国
広
　

【
勤
続
功
労
章（
十
年
）】

大
仁
方
面
隊
本
部
長

芹
澤
　
浩
二

大
仁
方
面
隊
本
部
長
　
　

石
井
　
巌
雄

伊
豆
長
岡
方
面
隊
本
部
長
　
　

渡
辺
　
久
芳

伊
豆
長
岡
方
面
隊
本
部
長

曽
根
原
英
雄

伊
豆
長
岡
方
面
隊
本
部
長
　
　

萩
原
　
幸
雄

韮
山
方
面
隊
第
五
分
団
分
団
長

岩
野
　
正
和

大
仁
方
面
隊
第
八
分
団
副
分
団
長

高
田
　
哲
也

伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
二
分
団
副
分
団
長

坂
本
　
達
也

韮
山
方
面
隊
第
五
分
団
部
長

竹
田
　
憲
一

大
仁
方
面
隊
第
八
分
団
部
長

渡
辺
比
呂
志

韮
山
方
面
隊
第
三
分
団
団
員

杉
山
　
孝

大
仁
方
面
隊
第
一
分
団
団
員

土
屋
　
猛
是

●
静
岡
県
消
防
協
会
田
方
支
部
長
表
彰

（
韮
山
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
下
田
　
寛
之

第
二
分
団
分
団
長
　
渡
辺
　
学

第
三
分
団
分
団
長
　
山
本
　
秀
臣

第
四
分
団
分
団
長
　
川
口
　
哲
也

第
五
分
団
分
団
長
　
岩
野
　
正
和

（
大
仁
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
森
　
　
和
仁

第
二
分
団
分
団
長
　
岩
崎
　
重
典

第
三
分
団
分
団
長
　
神
戸
　
貴
生

第
四
分
団
分
団
長
　
菅
野
　
芳
春

第
五
分
団
分
団
長
　
土
屋
　
克
彦

第
六
分
団
分
団
長
　
西
島
　
和
仁

第
七
分
団
分
団
長
　
公
野
　
克
己

第
八
分
団
分
団
長
　
市
川
　
久
男

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
園
田
　
哉
夫

第
二
分
団
分
団
長
　
新
井
　
貴
之

第
四
分
団
分
団
長
　
渡
辺
　
邦
人

第
五
分
団
分
団
長
　
内
田
　
正
弘

第
六
分
団
分
団
長
　
小
澤
　
浩
明

第
七
分
団
分
団
長
　
渡
辺
　
公
志

●
田
方
支
部
北
豆
支
会
会
長
表
彰

（
韮
山
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

秋
山
　
貴
宏

第
二
分
団
副
分
団
長

松
下
　
聡

第
三
分
団
副
分
団
長

内
野
　
博
志

第
四
分
団
副
分
団
長

加
藤
　
剛

第
五
分
団
副
分
団
長

杉
山
　
勇
治

（
大
仁
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

菊
池
　
貴
洋

第
二
分
団
副
分
団
長

岩
崎
　
克
彦

第
三
分
団
副
分
団
長

鈴
木
　
隆
幸

第
四
分
団
副
分
団
長

宮
永
　
一
成

第
五
分
団
副
分
団
長

村
越
　
俊
介

第
六
分
団
副
分
団
長

古
屋
　
和
義

小
川
　
和
弘

土
屋
　
真
樹

高
田
　
浩
樹

第
七
分
団
副
分
団
長

松
本
　
充
生

第
八
分
団
副
分
団
長

高
田
　
哲
也

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

佐
藤
　
勇
一

第
二
分
団
副
分
団
長

坂
本
　
達
也

第
四
分
団
副
分
団
長

山
下
　
崇

第
五
分
団
副
分
団
長

町
田
　
公
二

第
六
分
団
副
分
団
長

佐
藤
　
常
義

第
七
分
団
副
分
団
長

萩
原
　
一
英

●
伊
豆
の
国
市
消
防
団
長
表
彰

（
大
仁
方
面
隊
）

第
二
分
団
部
長
　
　
小
川
　
誠

第
三
分
団
部
長
　
　
橋
本
　
功
太

一
月
八
日
、
伊
豆
の
国
市
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

の
韮
山
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
団
長
以
下
、
韮
山
・
大
仁
・
伊
豆
長

岡
の
三
方
面
隊
、
二
十
個
分
団
の
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
訓
練
礼
式
の
披
露
や
功
労
表
彰
な
ど
が
、
き
び
き
び
と
し

た
動
作
で
行
わ
れ
、
狩
野
川
グ
リ
ー
ン
公
園
に
会
場
を
移
し
て
の
一
斉
放

水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
、
市
長
や
団
長
、
来
賓
か
ら
の
訓
辞
な
ど
を
受
け
、
気
持

ち
も
新
た
に
、
さ
ら
な
る
消
防
活
動
へ
の
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

団
員
集
結
、
火
災
ゼ
ロ
を
誓
う

消
防
団
出
初
め
式

遠
藤
　
真
和

中
原
　
稔

第
四
分
団
部
長
　
　
西
島
　
謙

相
原
伸
一
郎

菅
尾
　
泰
史

萩
原
　
大
介

鈴
木
　
俊
一

第
六
分
団
部
長
　
　
西
島
　
一
行

小
島
　
正
雄

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
一
分
団
部
長
　
　
関
野
　
譲

塩
崎
　
隆
一
　

第
二
分
団
部
長
　
　
土
橋
　
到

第
四
分
団
部
長
　
　
井
川
　
甲
子

井
川
　
宏
之

第
五
分
団
部
長
　
　
内
田
　
佳
秀

第
六
分
団
部
長
　
　
八
木
　
哲
也

第
七
分
団
部
長
　
　
久
保
田
和
義

訓練礼式の披露（写真は韮山方面隊選抜メンバー）

静
岡
県
消
防
協
会
長
年
表
彰
を
受
け
る

鈴
木
本
部
長



き
難
攻
不
落
の
韮
山
城
の
実
態
に

迫
り
ま
す
。

日
時

三
月
十
二
日
（
日
）

一
時
三
十
分
〜

会
場

韮
山
時
代
劇
場
　
映
像
ホ

ー
ル

講
師

加
藤
理
文
（
織
豊
期
城
郭

研
究
会
）

入
場
料

無
料

伊
豆
の
国
市
内
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
旧
石
器
時
代
の
石
器
類
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
土
に
は
、
い
っ
た

い
い
つ
ご
ろ
か
ら
人
々
が
住
む
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一

万
年
前
、
そ
れ
と
も
二
万
年
前
？

礫
器
れ
っ
き

と
呼
ば
れ
る
大
型
の
も
の

か
ら
、
小
さ
な
ナ
イ
フ
の
形
を
し

た
も
の
ま
で
、
様
々
な
石
器
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

三
月
三
十
一
日
（
金
）
ま

で
の
平
日
　

八
時
三
十
分
〜
十
七
時

会
場

伊
豆
の
国
市
役
所
韮
山
庁

舎
二
階
フ
ロ
ア
ー
展
示
ケ

ー
ス

1617

今月の
新着本

｢プリズン・ボーイズ｣
マーク・サルツマン

築地書館

少年院で作文を教える
ことになった作家。書

くことで次第に心を解き放たれてい
く少年たち。ロサンゼルスの重罪少
年院の作文教室での感動の記録。

【長岡・韮山図書館所蔵】

｢サスツルギの亡霊｣   
神山裕右

講談社

突然、舞い込んだ絵は
がきの差出人は３年前

に南極で死んだ兄だった。美しく残
酷な極寒の地「南極の昭和基地」で
兄は何故死んだのか？連続殺人の隠
された真実とは？【韮山図書館所蔵】

【中央図書館：電話０５５８‐７６‐５５６６】
休館日 ２月６日（月）･１１日（土）･１３日（月）･２０日（月）･２４日

（金）･２７日（月）
【長岡図書館：電話０５５‐９４７‐２３６４】
休館日 ２月１１日（土）･２４日（金）

【韮山図書館：電話０５５‐９４９‐８６０５】
休館日　２月６日（月）･１１日（土）･１３日（月）･２０日（月）･２４日

（金）･２７日（月）

｢息子たちと私─

子供あっての親｣  
石原慎太郎

幻冬舎

家族とは人間の大きな
環であり、繋がりである。親から子
へ、そしてまたその子へと受け継が
れる石原家の子育ての流儀。

【長岡・韮山図書館所蔵】

うだつの上がらぬ宮仕えを３４年、
悪妻に虐げられた結婚生活を２６年
続けてきた岩沢千秋。定年退職の
日、彼は人生最大の賭けに打って
出る。哀歓に満ちたサラリーマン
コメディ。

【長岡・韮山図書館所蔵】

「円満退社｣
江上剛／幻冬舎

｢自動車と私　

カール・ベンツ自伝｣  
カール・ベンツ／草思社

１８８６年、初めて自動
車を走らせる。それは

困難で、とてつもなく楽しいことだ
った！自動車の父が語る発明と喜び
の自伝、初めての邦訳。

【中央図書館所蔵】

｢摩天楼の怪人｣   
島田荘司／東京創元社

５０年近く前の嵐の晩
にマンハッタンの摩天
楼で起きた殺人事件の

犯人は私よ、死の間際に往年の大女
優が告白した。不可能犯罪の謎に御
手洗潔が挑む長編ミステリー。

【中央・韮山図書館所蔵】

その１０

伊豆の国学講座

伊豆の国の旧石器展

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４９‐６８０９

｢続弾！問題な日本語｣
北原保雄

大修館書店

大きな反響を呼んだ
「問題な日本語」の第

二弾。「ありえない」「千円からお預
かりします」「微妙」など、気にな
る日本語を国語辞典編集者たちが取
り上げ、解説。 【長岡図書館所蔵】

｢千住家にストラディ

ヴァリウスが来た日｣   
千住文子／新潮社

３００年の眠りから目覚
めた名器は、いかにし

て千住家の一員となったのか。ヴァ
イオリニスト千住真理子の母が綴る
“推理小説風ドキュメント・エッセ
イ”。 【韮山図書館所蔵】

｢淳　それから｣   
土師守・本田信一郎

新潮社

「酒鬼薔薇」はわずか
７年の罰ではなく教育

を受けただけで完全に社会復帰し
た。しかし、彼は何をどう償ったの
か。凶行から８年、被害者遺族の悲
しみの真実。【中央図書館所蔵】

問合せ｢ネアラ１　記憶をな

くした少女と光の竜｣
ティム・ワゴナー

アスキー

記憶をなくした少女ネ
アラは行く先々で女戦士やエルフ・
モンスターを仲間にする。しかしそ
こには仕組まれたワナが…。痛快な
ファンタジー。 【中央図書館所蔵】

韮
山
城
は
戦
国
大
名
北
条
早
雲

が
居
城
と
し
た
城
で
、
武
田
勝
頼

や
豊
臣
秀
吉
の
軍
勢
に
攻
撃
さ
れ

ま
し
た
が
一
度
も
落
城
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
城
で
す
。

伊
豆
の
国
市
で
は
、
韮
山
城
跡

の
発
掘
調
査
や
測
量
調
査
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
戦
国
時

代
の
城
郭
に

詳
し
い
加
藤

理
文
先
生
に
、

こ
れ
ら
調
査

結
果
を
分
析

し
て
い
た
だ

日　時 ２月９日（木）～１２日（日）９：００～１６：００　
（初日は１３：００～、最終日は１２：３０まで）

会　場 函南町中央公民館
入場料 無料
問合せ　文化協会　江間章　電話０５５‐９４９‐２１４３

日　時 ３月５日（日）１０：００～１５：００
会　場 アクシスかつらぎ・古奈公民館
内　容 【展示・体験・実演】パネル展示、卓上展示、

草花、試食、もの作り体験など
【ステージ】ダンス、体操、器楽、声楽、伝統
芸能、着付け実演など

入場料 無料

※駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関
や乗り合わせでお越しください。

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

伊
豆
の
国
の

旧
石
器
展

―
第
一
回
伊
豆
の
国
学
講
座
―

韮
山
城
の
実
像
に
迫
る

〜
最
近
の
調
査
か
ら
〜

文
化
協
会

だ
よ
り
協会本部

No.4

毎年恒例の田方文化展。今年は陶
芸と写真の展示を行います。伊豆の
国市をはじめ、田方地区２市１町か
ら、それぞれ愛好者の力作が出品さ
れます。お誘い合わせの上、ご来場
ください。

来年度文化祭の実行委員会は４月にスタートす
る予定です。委員を希望する人は、下記へ電話で
お申し込みください。
なお、委員の数に制限がありますので、多数の

場合は抽選とさせていただきます。
募集期間 ３月１０日（金）まで
申込み・問合せ 文化協会　江間章　

電話０５５‐９４９‐２１４３

競演の冬

田方文化展

平成１８年度

文化祭実行委員募集

参加・発表 みんなが主役

生涯学習塾合同発表会
昨年６月から始まった生涯学習塾が、約９カ月の講習

期間を経て、無事締めくくりを迎えます。
これに伴い、閉講式に

先立ち、学習成果の合同
発表を行います。
展示・実演・体験コー

ナーに加え、ステージ発
表もあります。受講生だ
けでなく、家族や友達の
皆さんもぜひ、お越しく
ださい。
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市では、子育てを支援する「地
域子育て支援センター」を２カ所
開設しています。親子で来園して
楽しく遊んだり、友達を作ったり、
保護者の育児情報交換の場として
ご利用ください。市内に住所があ
り、小学校就学前までの幼児と保
護者なら、どなたでも無料で利用
できます。

また「子育て相談」もありま
すので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２　

電話０５５８‐７６‐２５５２

相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１２：００）

２月の行事
１日（水）１０：００～　鬼のお面を

作って豆まきをしよう
※要事前申込み

１５日（水）９：４５～　涅槃会
ね は ん え

（お釈
迦様の命日）

１８日（土）９：３０～　音楽発表会
（大仁市民会館）

●天気の良い日は園庭で絵本や紙芝
居の読み聞かせを行っています。

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金　９：００～１１：３０、
１３：３０～１６：００

２月の行事
３日（金）節分
７日（火）防犯訓練
１０日（金）誕生会
１５日（水）製作（ひな人形）
１７日（金）梅林散策（大仁梅林）
２１日（火）絵本の読み聞かせ
２４日（金）避難作戦
２８日（火）クリーン訓練
時間はいずれも９：００～１１：３０

詳しくは、各園へお問い合わせください。

アンダルシア～情熱の瞬間～
スペインからミゲル・アンヘルフ

ラメンコ舞踊団がやって来ます。ス
テージから迫りくる熱き躍動と興奮
は、いつしか感動の涙さえ誘います。
日　時 ２月２６日（日）

開場１４：３０　開演１５：００
会　場 韮山時代劇場

大ホール（全席指定）
チケット １階席 ４，０００円

桟敷席・２階席・中２階席
２，５００円

※チケット好評発売中！
※未就学児は入場できません。
問合せ 韮山時代劇場

電話０５５‐９４９‐８６００

春うららアコースティックライブ
Ｋ‐ＭⅠＸ共催、沖縄アコースティ

ックライブを開催します。よなは徹
さんらによる沖縄音楽のコンサート

温泉まんじゅう祭
伊豆長岡温泉の特産品である温泉

まんじゅうを活用したお祭りです。
お誘いあわせてお越しください。
日　時 ２月２５日（土）

１０：００～１４：００
会　場 アクシスかつらぎ
内　容 温泉まんじゅうづくり体験

（１００円）、まゆ玉づくり
体験（１００円）、式典、ア
トラクション「原一平、田
原しげるショー」、３個入
１００円まんじゅう販売、
各種出店（富士宮焼きそば、
商工会出店　等）

※市内１０店舗の温泉まんじゅうが
味わえる「温泉まんじゅう詰合せ」
１，０００箱を販売。一人１箱限り。
１０：００～整理券配布、１２：００～
販売。
問合せ 観光商工課

電話０５５‐９４８‐１４８０

コミュニティ･フォーラム２００６
「地域へ飛び出せシニア世代」と

題し、シニアがもっと地域活動に参
加するために、どのようなきっかけ
や活動があるかを考えます。
日　時 ２月２４日（金）

１０：３０～１５：３０
会　場 グランシップ１１階会議ホ

ール風（静岡市）
内　容　基調講演「人生いつもあり

がとう」古川精一さん
パネルディスカッション

参加料 無料
定　員 ３５０人（先着順）
申込み 土･日･祝日を除く９：００～

１７：００の間に下記へ電話、
またはＥメールで申し込み

問合せ 県コミュニティづくり推進
協議会
電話０５４‐２５１‐３５８５
sizucom0829@po.across.or.jp

石割郁子先生の講演会
充実した高齢期を迎えるための心
構えはできていますか？高齢期を生
きがいをもって過ごすための講演会
を開催します。興味のある人はどな
たでも参加できます。
日　時 ２月２４日（金）

１３：３０～１５：３０
会　場 韮山福祉保健センター
講　師 Ｅ＆Ｅプロモーション（株）

社長　石割郁子さん
「生き生き人生　生きがいを
もって過ごすために」

保健講座
市民を対象とした保健講座を開催

します。皆さん、お気軽にお出かけ
ください。
日時・内容

２月２４日（金）９：３０～１２：１０　
●開校式●訪問ナースのお仕事●
作業療法ってどんなことやるの？
３月１日（水）９：４０～１２：１０
●ひる寝肯定論●健康達人になる
食生活
３月１３日（月）９：４０～１２：１０
●逃げない・隠さない・ごまかさ
ない●自然療法をとり入れる・統
合医療のすすめ
３月１８日（土）９：４０～１１：３０
●パワーリハビリテーション
会　場 ＪＡ静岡厚生連中伊豆温泉病

院健康管理センター研修室
受講料 無料
定　員 各回４０人（定員になり次

第締め切り）
持ち物 筆記用具（３月１８日は運

動のできる服装）
申込み・問合せ

ＪＡ静岡厚生連中伊豆温泉病院健
康管理課　電話０５５８‐８３‐３３３３
（１０：００～１６：００）

こころの健康相談
精神科医師による個別相談を行い

ます。ひとり３０分程度です。お気

です。南国の美しい調べと踊りをご
堪能ください。
日　時 ３月１１日（土）

開場１７：００　開演１７：３０
会　場 韮山時代劇場
出　演 静駿

セイスン

波舞音
ハ ブ ネ

エイサー団
よなは徹（唄・三線）
内里美香（唄・三線・鳴り物）

入場料 無料（ペアで２００組）
申込み ２月１日（水）～２月２８日

（火）までにＫ‐ＭⅠＸ専用ホ
ームページ（Ｋ‐ＭⅠＸ Ｗｅｂ
Ｓｉｔｅ）へ直接または、下
記へ電話で申し込み
※応募多数の場合は抽選

問合せ　韮山時代劇場
電話０５５‐９４９‐８６００　

まゆ玉飾り展示
着物がまゆ玉をかたどった縁起物

や鵺、今年の干支である犬に生まれ
変わりました。ひとつひとつ心を込
めて丁寧に作り上げたまゆ玉飾りで
す。新春の華やいだ雰囲気を満喫し
てください。
日　時 ２月１日（水）～３月２６日

（日）１０：００～１６：００
会　場 伊豆長岡温泉旅館会館（市

役所伊豆長岡庁舎前）
入場料 無料　
問合せ 伊豆の国観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４

参加料 無料
定　員 ７０人
申込み ２月１７日（金）までに下記

へ電話で申し込み
問合せ 伊豆の国市韮山在宅介護支

援センター
電話０５５‐９４９‐９２１５

自動車保険請求無料相談
自動車保険請求相談センターで

は、自動車損害賠償責任保険や任意
自動車保険の請求について、無料で
相談をお受けします。
日　時 月曜日～金曜日、９：００～

１２：００、１３：００～１７：００
会　場 静岡自動車保険請求相談セ

ンター（静岡市）
※電話での相談も可

【弁護士相談】

日　時 ２月２日・９日・１６日・
２３日、３月２日・９日・
１６日・２３日・３０日
いずれも木曜日
１３：００～１６：００
※予約制。相談無料。

問合せ 静岡自動車保険請求相談セ
ンター　　　　
電話０５４‐２５２‐３３３４

市有林間伐・枝打ちボランティア
今年は静岡県森林づくり元年で

す。「韮山緑と水を守る会」では、
市有林の間伐作業をボランティアで
行っています。自然の中で過ごす一
日は格別です。皆さん、ふるってご
参加ください。
日　時 ２月２６日（日）８：３０～
集合場所 伊豆の国市役所韮山庁舎
持ち物 弁当、飲み物、作業のでき

る服装、なた、鎌、のこぎ
りなど（道具貸し出しあり）

申込み ２月１９日（日）までに下記
へ電話で申し込み

※作業中の事故などに対し傷害保険
に加入します。
問合せ 韮山緑と水を守る会　渡辺　

電話０５５‐９４９‐６４７４

軽にどうぞ。
日　時 ２月２３日（木）１３：３０～
会　場 大仁保健センター
費　用 無料
申込み 下記へ電話で申し込み
問合せ 県東部健康福祉センター障

害福祉課
電話０５５‐９２０‐２０８１

あなたのステージVol.36
「韮山ワンダーフォーゲル写真展」
を行います。誰でも手軽に登れる山
からアルプスの山々まで、これまで
の歩みを写真でご覧いただけます。
高山植物やアルプスの山々の風景写
真等を展示しますので、お気軽にお
立ち寄りください。
日　時 ２月１１日（土）

１０：００～１９：００
２月１２日（日）
１０：００～１６：００

会　場 韮山時代劇場映像ホール
入場料 無料
問合せ　韮山時代劇場

電話０５５‐９４９‐８６００
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広報「いずのくに」は、毎月１日号と１５日号を発行しています。
１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド版）
は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 市役所総合政策課　電話０５５‐９４８‐１４１４

広報

は毎月２回発行！

●
年
末
か
ら
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に
か
け
て

火
災
が
多
く
発
生
し
驚
き
ま

し
た
。
と
同
時
に
、
火
の
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に
は
十
分
気
を
付
け
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
消
火
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を
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し
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あ
っ
た
け
ど
、
ガ

ス
台
の
近
く
に
置
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。（
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門
区
　
男
性
）

→

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
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発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
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消
火
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、
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族
み
ん
な
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取
り
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ま
た
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た
め
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消
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方

も
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タ
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お
か
な
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と
。

●
毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
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初

孫
も
ま
じ
え
て
総
勢
十
五
人

で
や
り
ま
し
た
。
大
根
お
ろ

し
と
き
な
粉
で
食
べ
る
お
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は
歯
ご
た
え
も
よ
く
て
最
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で
し
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事
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い
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ま
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も
続
く
と
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い
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守
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性
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昔
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祖
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で
大
根
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ろ
し
と
食
べ
た
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と
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て
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お
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。

●
五
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少
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寺
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法
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月
に
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と
れ
て
、
黒
帯
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
中
学
生
に
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り
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忙
し
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だ
ろ
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け
ど
、

ず
っ
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続
け
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が
ん
ば
り
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す
。（
古
奈
区

女
性
）

→

初
段
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
継
続
は
力
な
り
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

●
広
報
ク
イ
ズ
の
お
絵
か
き

ロ
ジ
ッ
ク
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
次
回
も
ぜ
ひ
お
願

い
し
ま
す
。（
長
岡
区
　
女
性
）

→

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ク
イ

ズ
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
挑
戦
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

ベビーベッド　　　　　　応　談
一面鏡･イス　　　　　 無　料
子供用自転車（１３インチ） 無　料
子供用自転車（１４インチ・１０段変速）

無　料
テレビ　　　　　　　　　無　料
ベビー用歩行器　　　　　無　料

【ゆずってください】

電子ピアノ　　　　　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
三輪自転車　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１５インチ）

応　談
韮山中学校男子学生服･ジャージ
（１７０センチ） 無　料　
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料
チャイルドシート（２ヶ月～４歳用）

無　料

※詳しくは、下記にお問い合わせ
ください。

問合せ 環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

不用品活用バンク

児童手当の支払い
平成１７年１０月分から平成１８年

１月分の児童手当を２月１５日（水）
に振り込みます。入金確認は、２月
１６日（木）以降にお願いします。
※現況届を提出していない人には、
提出があるまで手当の支払ができ
ません。
問合せ 伊豆長岡支所市民サービス

課　電話０５５‐９４８‐２９０５

●楽寿園　春の小品盆栽展

日　時　２月１０日（金）～１２日（日）
９：００～１６：３０

会　場 楽寿園内無料休憩所
内　容 小品創作銘品の展示・即売
入園料 大人３００円

１５歳未満５０円
問合せ 三島市立公園楽寿園

電話０５５‐９７５‐２５７０
●三島宿「地口

じぐち

行灯
あんどん

」

商店街に全国から公募した川柳や
地口の入選作品と戯画を描いた行灯
を設置します。
日　時　２月１０日（金）～１２日（日）

〈展示〉１０：００～２０：３０　　
〈点灯〉１７：３０～２０：３０

会　場 三島市内商店街、大社前～
広小路駅前、広小路笑栄通
り、芝本町～一番町　

問合せ 三島市商工会議所
電話０５５‐９７５‐４４４１

●フリーマーケット

日　時　２月１９日（日）
８：３０～１２：００（雨天中止）

会　場 南二日町広場
問合せ 三島市生活環境課

電話０５５‐９７１‐８９９３

●観梅茶席

皇太子殿下ご成婚を記念して造ら
れた梅園には、１０品種、約１６０本
の梅が植えられています。この梅の
開花に合わせ、梅園内にくつろぎの
茶席が設けられます。
日　時　３月５日（日）までの土・

日曜日・祝日
１０：００～１５：３０

会　場 沼津御用邸記念公園梅園
茶席料 ５００円（抹茶と和菓子）
入園料 大人１００円

小･中学生５０円
問合せ 沼津御用邸記念公園

電話０５５‐９３１‐０００５
●春 桃の節句 雛飾り

敬宮愛子内親王様の生誕を記念
し、子どもの健やかな成長を願うた
め、桃の節句に合わせて毎年開催し
ています。
日　時　２月１日（水）～４月３日（月）

９：００～１６：００
会　場 沼津御用邸記念公園西附属邸
観覧料 大人４００円（入園料含む）

小･中学生２００円
問合せ　沼津御用邸記念公園

電話０５５‐９３１‐０００５

●第１２回 わきみずコンサート

文化協会加盟団体、町内小中学生
による合唱・吹奏楽のコンサート。
日　時　２月４日（土）１０：００～
会　場 清水町公民館ホール　　
入場料 無料
問合せ 清水町文化協会（町公民館内）

電話０５５‐９７２‐６６７８

新型パスポートの発行
３月２０日の申請からＩＣ（集積回

路）搭載の新型パスポートになりま
す。これに伴い、申請手数料、申請
書に添付する顔写真の規格も変更さ
れます。
手数料 ５年用　１１，０００円

１０年用　１６，０００円
※お手持ちのパスポートは有効期間
中は使用できます。
※詳しくはお問い合わせください。
問合せ 東部旅券センター

電話０５５‐９５１‐８２１１●富士山雪祭り２００６

第１０回富士山国際雪合戦記念大会

一般の部２７チーム、ジュニアの
部１２チームが国際ルールに則り、
雪合戦を繰り広げます。
日　時　２月１２日（日）８：３０～
会　場 裾野市運動公園

やすらぎの広場
内　容 雪合戦大会／ミニコンサー

ト／子ども向けリトミック
ダンス／雪遊び広場／沼津
市立高等学校バトン部／加
藤学園高等学校チアリーダ
ー部　等

問合せ 裾野市役所商工観光室
電話０５５‐９９５‐１８２５

入札参加資格審査追加受付
４月から伊豆の国市が発注する建

設工事、測量・コンサルタント業務、
物品調達、保守管理などの入札参加
資格審査申請書（平成１８年度）の追
加受付を行います。
※平成１７年２月に申請書を提出し
ている場合は、今回の申請は不要
です。

受付期間 ２月１日（水）～２１日（火）
※土・日・祝日は除く

提出書類 提出書類一覧・申請に使用
する様式等は、市ホームペ
ージからダウンロードして
いただくか、管財課窓口で
配布します。

提出先 管財課（あやめ会館２階）へ
持参または郵送

問合せ 市役所管財課
〒４１０‐２２９２ 長岡３４０‐１
電話０５５‐９４８‐２９０２

http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp

２月は省エネルギー月間
２月は政府の呼びかけによる省エ

ネルギー月間です。便利でついつい
使ってしまう電気ですが、エネルギ
ーは大切に使いましょう。
省エネのポイント

①設定温度はひかえめに

冬の室温は２０度を目安に、冷
蔵庫の温度設定は弱めに。
②スイッチはオフ

見ていないテレビや不要な照明
はこまめに切りましょう。
③待機電力のカット

就寝前や外出時、常時通電が不
要な電気製品は、こまめにプラ
グを抜きましょう。
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毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書券（５００
円分）をプレゼントします。皆さんのご応募お待ちし
ています。【応募方法】はがきにクイズの答えと住所、
氏名(フリガナ)、年齢(学年)、職業、電話番号、身近
な話題や感想、ご意見などを書き添え、２月１３日（月）
までに下記へお送りください。いただいたご意見な
どは、広報で紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 総合政策課
【先月の答え】答えは「犬」。正解者は３１／３１人で
した。当選者は次の皆さんです。
【当選者：敬称略】福島伸三、中島美奈子、鈴木佐代

子、岩崎武雄、佐々木敏子、後藤久美子、風間一昭、

土屋愛、廣澤遼、小塚圭子

分 供 生

文
二文字の熟語が完成するよう
にリストから漢字を選んで入
れてください。そして、入れ
た文字が次の文字と組み合わ
さって再び熟語になるように
してください。リストで使わ
れなかった漢字を使ってでき
る熟語は何でしょうか。

名

用

実 補 兆

【漢字リスト】

充 子 立 養 前 候
春 命 例 節 費

スタート → → → → →

Ａ１．緊急時に即応できる支所単位での職員配備体制や自主防災組織の強化、避難所
となる学校施設との役割確認、また事前対策の効果や必要性の周知などの災害対
策に努めてきました。２回の台風を経験しましたが、現在のところ順調です。

Ａ２．防災行政無線の統合とデジタル化整備は、災害に強いまちづくりにあたって急
務です。また、実情に即した形での消防団の分団統合や、情報を共有し合える交
通安全・防犯体制の推進を図っていきたいと考えています。

Ａ３．市民一人ひとりが防災（防犯）意識を持ち、「自らの命は自ら守り、地域は皆で
守る」ことを前提に、地域ごとに「人を知り、地域を知り、災害を知る」ことを
心掛けましょう。 （回答：課長　米山賢治）

Ａ１．選挙管理委員会のある総務課は合併後すぐに、市長・市議会議員選挙、県知事選
挙、衆議院選挙と続き、多忙を極めました。その後は順調に業務を遂行しています。

Ａ２．現在４１７人いる市職員一人ひとりが新市のビジョンを推進していけるようにする
ため、当面は、職員の人事管理制度の構築や職員の人材育成のための研修等に重点
的に取り組みたいと思います。

Ａ３．選挙管理委員会と明るい選挙推
進協議会より、若い有権者の皆
さんへ。選挙はあなたが政治に
参加することができる最も身近
で大切なチャンスです。ぜひ投
票に行きましょう。また、選挙
のことで分からないことは気軽
にお問い合わせください。

（回答：課長　植松二夫）
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いずのくにいずのくにのの女女ひと

第１０回
伊豆の国市の行政窓口をご紹介するこのコーナー。今

回ご紹介する総務部（豊竹満夫部長）は、総務課、検査
室、安全対策課、税務課の３課１室で構成されており、
あやめ会館２階と伊豆長岡庁舎１階にあります。
現在の状況を、課長にインタビューしてきました。
インタビューの内容

Ｑ１．合併後の業務は順調に行われているか？

あやめ会館２階のロビー
正面（写真手前）が総務課、
正面左（写真奥）が検査室

第９回・総務部
（あやめ会館・伊豆長岡庁舎内）

総 務 課
電話０５５‐９４８‐１４１１

（課長１人、課員１１人）
主な仕事

選挙、文書受付、文書管理、人事、職員研
修・給与・共済・厚生、例規、情報公開など

安 全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

（課長１人、課員５人）
主な仕事

消防、防災、防犯、交通安全、
同時通報無線など

自主防災会と消防団が協働
で、年２回の防災訓練を実施

※次回・最終回は、企画部を紹介します。

Ｑ２．今後実施する大きな事業、または課題は？
Ｑ３．市民の皆さんに一言

歳
で
高
原
分
校
に
転
校
し

て
き
た
と
き
は
、
い
つ
か
『
と
な

り
の
ト
ト
ロ
』
に
出
会
え
る
よ
う

な
気
さ
え
し
ま
し
た
」
と
い
う
太

田
さ
ん
。
当
時
は
、
全
校
で
約
二

十
人
。
毎
週
の
植
物
観
察
な
ど
豊

か
な
自
然
の
中
で
学
ぶ
分
校
に
、

約
四
年
間
通
い
ま
し
た
。

映
画
監
督
を
志
し
た
の
は
、
十

五
歳
の
と
き
。「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

よ
う
な
大
作
で
は
な
く
、
低
予
算

で
も
自
分
が
見
せ
た
い
世
界
を
表

現
で
き
る
、
映
画
の
奥
深
さ
に
感

動
」。
そ
し
て
武
蔵
野
美
術
大
学

映
像
学
科
へ
進
学
し
ま
し
た
。

『
花
の
こ
え
』
は
、
在
学
中
、

『
分
校
が
廃
校
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
』
と
聞
き
、
撮
り
始
め
た
記

録
映
画
。
東
京
か
ら
三
十
回
近
く

通
い
撮
影
し
ま
し
た
。「
九
月
ご

ろ
、『
今
年
い
っ
ぱ
い
で
廃
校
が

決
定
し
た
』
と
聞
き
、
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
東
京
の
ア
パ
ー
ト
で
一

人
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、『
な
ぜ

こ
ん
な
に
い
い
学
校
が
無
く
な

っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
』
と
泣
き

な
が
ら
編
集
し
て
い
ま
し
た
」。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
想
い
が

詰
ま
っ
た
映
画
『
花
の
こ
え
』
は

完
成
。
愛
・
地
球
博
で
の
上
映
や

第
二
十
五
回
『
地
方
の
時
代
』
映

像
祭
の
市
民
部
門
奨
励
賞
受
賞
な

ど
、
各
方
面
で
高
い
評
価
を
得

て
、
昨
年
末
に
行
っ
た
東
京
・
下

北
沢
の
短
編
映
画
館
で
の
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
も
大
好
評
で
し
た
。

「『
花
の
こ
え
』
は
私
の
初
め
て

の
作
品
。
お
客
さ
ん
の
、『
よ
か

っ
た
よ
』
と
い
う
声
を
聞
い
た

と
き
の
感
激
は
一
生
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
こ
の
映
画

を
観
て
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
環
境
が
身
近
に
あ
る
の
を
知

っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

さ
あ
、
あ
な
た
も
『
花
の
こ
え
』

に
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは、伊豆の国市内に住む、働くまたは縁のある
輝いてる皆さんを紹介していきます。
今回は、２月２６日（日）にアクシスかつらぎにて上映会を行う、

映画『花のこえ』の監督・太田綾花さんを紹介します。
（『花のこえ』無料上映会の記事は７ページ）

太田
おお た

綾花
あや か

さん

「
八

市役所が発注した工事・業務委託・物品
購入等が、契約・法令規則等に適正なもの
かを検査し、成果品として受け取る部署。
日ごろから市民の代行者（市民の視線）と

しての使命感を持って、担当課や業者に指
導を行っています。 （室長　西島　康）

Ａ１．合併した直後は平成１７年度分の課税通知の発送等、当初課税の準備に追われ、
慌ただしい日々が続きました。７月ごろからは業務が落ち着き、今は順調です。

Ａ２．合併後初めてとなる平成１７年分の確定申告が２月１６日（木）から始まります。
今回の申告は、老年者控除が廃止されるなどの税法改正の影響で、申告対象者が増
えることが見込まれます。このため、市では申告期間を拡大し、還付申告者を対象
に、２月６日（月）から還付申告相談会場を設けました。ぜひご利用ください。

Ａ３．確定申告が始まりますが、確定申告の手引きや国税庁のホームページを利用し申
告書は自分で作成してみましょう。申告期限の間際になると、申告会場は大変混雑
しますので、早めに申告してください。（回答：課長　青木一雅）

伊豆長岡庁舎正面玄関
入ってすぐ右が税務課

税 務 課
電話０５５‐９４８‐２９０７

（課長１人、課員１８人）
主な仕事

市民税・固定資産税・軽自動車税などの課税・徴
収、土地家屋台帳の閲覧、地籍図の発行など

検 査室
電話０５５‐９４８‐１４０３

（室長１人、室員２人）


